（別紙1）


	
	受付番号
	


応募日　20　　年　　　月　　　日
CRYPTREC事務局　御中

暗号技術応募書（提出資料1）
	暗号技術名：
	略称名：

	応募暗号技術公開ホームページURL：

	応募暗号種別

	
	１．共通暗号技術
	a)128bitブロック暗号   b)ストリーム暗号

	
	２．メッセージ認証コード

	
	３．暗号利用モード

	
	４．エンティティ認証

	応募責任者

	
	企業・団体名：

	
	責任者氏名：                 
	印
	所属・役職：

	応募担当者

	
	企業・団体名：

	
	担当者氏名：
	所属・役職：

	
	所在地：〒

	
	TEL：（代表）                   （直通）

	
	FAX:
	e-mail:

	開発者

	
	開発者名：
	企業・団体名：

	応募暗号調達窓口

	
	担当者氏名：
	所属・役職：

	
	企業・団体名：
	所在地：〒

	
	TEL:
	FAX:
	e-mail:

	応募暗号説明会

	
	発表者氏名：
	参加人数：

	
	TEL:
	FAX:
	e-mail:


CRYPTREC事務局宛
誓約書（提出資料6）

このたび、「電子政府推奨暗号リスト改訂のための暗号技術公募」への応募にあたり、以下の事項について、ここに誓います。

記

1.　応募暗号技術○○○○○○○○に関するすべての技術は公知であり、提出書類を国外の評価者等に提供することは輸出管理上の許可が不要であること

2.　応募暗号技術○○○○○○○○の評価において、事務局との間において金銭等の授受を行わないこと

3.　 応募暗号技術○○○○○○○○に係る評価を行う際に、当該暗号技術に関連する特許権、著作権等の知的財産の実施・利用について、CRYPTREC検討会事務局（外部評価者を含む）に対して、無償で通常実施権や利用許諾等を与えること。
4.　応募暗号技術○○○○○○○○に関する特許権、著作権等の知的財産については、それを利用する製品等に対して、無償又は妥当かつ非差別的な条件で、通常実施権、利用許諾等を与えること
5.　応募暗号技術○○○○○○○○の評価において、不利益と解される情報を含むことがあっても異議を申し立てないこと
6.　応募暗号技術○○○○○○○○が、2010年9月末までに、査読付きの国際会議又は査読付きの国際論文誌で発表されない場合には、応募資格を喪失することに異議を申し立てないこと
7.　応募暗号技術○○○○○○○○を使用する製品は、｛既に製品化され調達可能になっている／CRYPTREC暗号リスト（仮称）策定後3年以内に製品化がなされるよう鋭意努力する｝こと

8.　応募暗号技術○○○○○○○○の評価結果の如何に関わらず、CRYPTREC暗号リスト（仮称）に掲載されなくても異議を申し立てないこと

20○○年○月○日

応募暗号責任者

会社名・部署名　○○○○○○○○

住　所　○○○○○○○○丁目○番○号

氏　名　○○○○○○　　　印

以　上

	各項目の記入スペースの配分は応募者の任意とします。1ページに収める必要はありません。

公開の状況等に関する情報（提出資料7）

	暗号技術名：

	応募責任者名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	ⅰ)応募暗号技術を発表した国際会議又は国際論文誌に関する情報を列挙して下さい：

　発表期日：

　発表者：

　会議名又は論文誌名：

発表資料名：



	ⅱ)輸出管理

輸出管理上の許可が不要であることを示す根拠に関する情報を列挙して下さい：


	ⅲ) 知的財産とライセンス方針：

応募暗号技術に関連する知財権などに関する情報を明記して下さい。また、電子政府で使用する際のライセンス方針を明記して下さい：



	iv)調達可能性について

応募暗号技術が既に製品等で利用されている場合には、その製品名に関する情報を列挙して下さい：



	その他関連事項等あれば記載して下さい。




自己チェックリスト （提出書類9）

   暗号技術名                                  

本チェックリストは、あくまでも事務手続き上のチェックリストです。

下記内容が確認できたら、□部分を黒く(■)塗りつぶして使用します。

＜チェック項目＞

· 1.応募暗号技術は、次期リスト策定後、3年以内に製品化がなされ、調達可能ですか？

· 2.応募暗号技術は、応募書類受付締切までに公知となっていますか？

□ 3.応募暗号技術は、査読付きの国際会議、国際論文誌に採録されていますか？

□ 4.一つの暗号技術の種別のみに応募していますか？

□ 5.応募暗号技術は、今回公募する暗号技術の種別に該当しますか？

□ 6.応募に必要な以下の提出物（文書・電子データ）が揃っていますか？

［暗号技術応募書、暗号技術仕様書、自己評価書、テストベクトル、参照ソースコード、
誓約書、公開状況等に関する情報、応募暗号説明会資料、自己チェックリスト］
□ 7.以下の内容が網羅されていますか？

●暗号技術応募書 (P. 9)

□ 8.応募暗号技術公開ホームページ URLが記載されていますか？

□ 9.応募担当者は、適時連絡が取れ、日本語が話せる方ですか？

□10.応募担当者の電話番号（代表、直通を明記）、FAX番号、e-mailアドレスをもれなく記入していますか？

●暗号技術仕様書 (P. 9)

□11.応募暗号が現リストに掲載されている暗号技術と同等以上の特長を持つ点について記述していますか？

□12.実装に必要な全情報を記載していますか？

□13.応募暗号技術は第三者が全ての機能を実装可能ですか？

□14.今回の応募以外に、同じような名称で他に発表又は応募した暗号技術があれば列挙していますか？

●自己評価書 (P. 10)

□15.十分な自己評価が記載されていますか？

●テストベクトル (P. 11)
□16.公募要項に示された要求件数以上のテストベクトルが提出されていますか？

●参照ソースコード (P. 12)

□17.実装動作確認済ですか？

□18.テストベクトル生成ソースコードは添付されていますか？
●誓約書(P. 13)

□19. 提出資料に誓約書は含まれていますか？

●公開の状況等に関する情報 (P. 13)

□20.応募暗号技術の公開時期とその学会名は記述されていますか？

□21.輸出規制問題を解決していることの証拠について記載及び資料添付されていますか？

□22.知財権とライセンスについて記載されていますか？

□23.ライセンス方針は、電子政府における利用において無償か、あるいは、妥当かつ非差別的な条件となっていますか？

●応募暗号説明会発表資料 (P. 14)

□24.提出資料に応募暗号説明会発表資料は含まれていますか？
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